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導入の考察

① 授業中、教師の話している事に集中して聴けな
い学生がいるのが目立つ。（低学年、4,5年生にも）

② 口頭で指示したことの書き取りをほとんどしてい
ない。板書を強く求める傾向にある。

③ 精神科医の和田秀樹氏の「日本語ディケーショ
ン」の取り組みを知ったこと。
（『産經抄で学ぶ国語力が急上昇する聞き書きトレーニング』）



日本語 DICATATION

演習方法の紹介



両面copyをした演習シートを配布する
（事前に購入させているテキストの中に7回分印刷済）



【朗読１回目/聞き書き取り１回目】

演習シートの【１回目】の欄に朗読者の

読み上げたものを書き取る。

走り書きでもよいこととする。





【朗読2回目/聞き書き取り2回目】

演習シートの【１回目】の欄に走り書きした文

の中に、２回目の朗読で新たに聞き取れたも

のや訂正するものを加筆する。

（演習シート【２回目】の欄の記入は不要）





【朗読３回目/聞き書き取り３回目】

演習シートの【３回目】の欄に３回目の朗読を

聞き、最終的な聞き書き取り答案を仕上げる。

可能な限り正確な表記になるよう留意する。





【聞き書き取り答案の添削と自己評価】

演習シートの【３回目】の欄に仕上げた聞き書

き取り答案を裏面に印刷された解答文を見な

がら自己添削をする。





日本語 DICATATIONの
実践風景

有明高専 専攻科２年
「日本語の表現技法」 2010.12.








